









































































Volpilhac-Auger, «« La critique idiote de M. Dupin » : Réflexions et 
Observations sur L’Esprit des lois de Claude Dupin », Histoire et civi-
























Claude Dupin, Réflexions sur quelques parties d’un livre intitulé De 
l’esprit des loix, Paris, Benjamin Serpentin, 1749, 2 vol.
 文庫22-255-1～2
Claude Dupin, Observations sur un livre intitulé: De l’esprit des loix, 
s.d., s.l., 3 vol. 文庫22-395-1～3





















部分に関する省察』（Réflexions sur quelques parties d’un livre intitulé De 











⑴　次を参照。Montesquieu, Œuvres complètes, Lyon-Paris, ENS Éditions et Clas-






















« Montesquieu, Dupin and the early writings of Rousseau », p. 236, dans Reap-
praisals of Rousseau : Studies in Honour of R. A. Leigh, Manchester, Manches-
ter University Press, 1980, pp. 234-249.
⑶　デュパンの著作は時折、研究者の注意を引いてきた（たとえば、次を参照。
Corrado Rosso, Montesquieu moraliste, Saint-Médard-en-Jalles, Ducros, 1971, 
« Montesquieu et Dupin (un éreintement avorté) », pp. 283-316）。しかし、純粋
に書誌学的な問題については、Robert Shackleton以来、進展が見られない。デュ
パンについての最も正当な評価として、次が注目される。Ély Carcassonne, Mon-
tesquieu et le problème de la constitution française au XVIIIe siècle, Paris, 

































































⑺　Bibliothèque annuelle et universelle, 1752, t. II, art. II, « Droit civil », « Juris-












« L’Esprit des lois »）の緒言において、ヴォルテールは「実務と人間たち
についての知識において教養を身につけた学識ある人たちのサークル」に
よって書かれた「３巻本」だという『「法の精神」への反論』（Observations 






⑻　La France littéraire ou les beaux arts, 1756, p. 79, cité par R. Shackleton, p. 240 
(notice reproduite les années suivantes : Paris, Duchesne, catalogue par titres, 
1758, p. 164).
⑼　Paris, t. II, p. 760, no 27075.
⑽　Bibliothèque nationale de Russie, Bibliothèque de Voltaire, cote 4-216. 次を参
照。Voltaire, ses livres et lectures, C18, Ferney-Voltaire, 2018. Corpus des notes 




L’Esprit des lois, ou l’art de lire ce livre）118ページ、は、出版者をアムステル
ダムのモルティエ（Pierre Mortier）と記したド・ラ・ポルト師の論難の1751年
の再刊本の表題である。あるいはまた、クルヴィエ（Crevier）の『「法の精神」





rique et critique des livres rares）にも、1806年のバルビエ（Barbier）の
『匿名あるいは偽名による作品事典』（Dictionnaire des ouvrages anonymes 
ou pseudonymes）にも、1810年のペニョー（Peignot）の『発禁検閲の対
象となった主要な書物に関する事典』（Dictionnaire […] des principaux 


















⑿　Paris, respectivement : Cailleau et Tutot ; Imprimerie bibliographique ; Re-
nouard ; Brunet.
⒀　Peignot, t. I, 1806, p. 120 ; Barbier, t. II, p. 136, no 5042. ペニョによれば、この
作品は誤ってド・ラ・ポルト作としてラ・ヴァリエールの販売書目録に掲載され
た。ありうるまちがいだとはいえ、証明されたわけではない（Paris, Nyon, IIe 
partie, t. I, 1784, p. 372, no 2177）。























　アントワーヌ・ルネ・ド・ヴォワィエ（Antoine René de Voyer, 1722-
1787）が、ド・ポルミ侯爵、すなわち、後のダルジャンソン侯爵について
───────────────


























⒅　請求番号 Réserve 8-J-35/1 et 2（現在、国立図書館のサイトGallicaで参照可能）。
⒆　エルヴェ・グノ（Hervé Guenot）による次の注釈を参照。Jean Sgard dir., 




付きを与えただけだった。Quérard, La France littéraire, Paris, Firmin Didot, 


























　Brunet, Manuel […], Paris, Silvestre, 1842, t. II, p. 151 https://books.google.
com.qa/books?id=Kg996VvXfr0C&pg=PA151. 1828年５月19日から26日の売却
記録を参照。Catalogue des livres de la bibliothèque de feu Mr A. M. H. Bou-
lard, notaire honoraire à Paris, Paris, L. F. A. Gaudefroy et J. A. Bleuet, 1828, no 
1826, p. 133.
　Arsenal, Ms 6281, p. 81.
　A.G. du P., « Notice biographique, historique et littéraire sur Claude Dupin, 






































　Paris (s.n.), 1855, t. I, p. 65, note 1.
　Ibid. 次にはデュパンの著作の形跡は認められない。« Catalogue de la biblio-




























　« Notice biographique […] », p. 319.
　« Louis-François Delatour », BNF, « data.bnf.fr » (en ligne).





























































































（françoise）」の語が削除されている。第２巻348ページ（XV, 8）では「et des 
esclaves les Seigneurs〔この箇所は誤記により意味をなさない〕」が消され、「奴
隷たちの主たち（les seigneurs des esclaves）」に訂正されている。〔訳注：早稲
田大学所蔵本について、指摘通りであることを確認した。文末図版３、４、参照。
この書き込み、修正を施した人物については、注54、55を参照。〕


























　Marquis d’Argenson, Journal et mémoires, E. J. B. Rathery éd., Paris, Veuve 
































































ることを、筆者はつきとめた（次を参照。Montesquieu, Œuvres complètes, t. 
XX, Annexe 12）。
　Œuvres complètes de Voltaire, t. 80B (Writings of 1777-1778 [I] ), Oxford, Vol-
taire Foundation, 2009, pp. 211-212.
　Correspondence and Related Documents, Theodor Besterman éd., Œuvres 
complètes de Voltaire, t. 85-135, Oxford, Voltaire Foundation, 1968-1976, D3947 
（publication en ligne : Electronic Enlightenment, University of Oxford ; 「D」に
続くアラビア数字は、書簡番号を示す。）.








































Recueil des voyages qui ont servi à l’établissement et aux progrès de la 

















この点には触れていない（Annales Jean-Jacques Rousseau, t. XXXVI, 1966, pp. 
173-288）.
　ボルドー市立図書館、Ms 2111, Cahier 20。
　ボルドー市立図書館の詳細情報に記されている通り、鉛筆書きの注釈として示
されている。書簡については、たとえば次を参照。L’Esprit des lois, t. II, p. 51 











































226178。ボルドー市立図書館 P.F. 1370。リヨン市立図書館 Rés390094。パリの
国民議会〔下院〕図書館 BA’’’37、元老院〔上院〕図書館 ZA002977-002979、国










London School of Economics、マンチェスター、ブリュッセルのベルギー王立ア
カデミー（やはり目録は網羅的ではない）。絶えず売りに出される版本も数えなけ
ればならない。Binoche et Giquello、2017年３月10年、Bauzonnet の装丁で、カス
テル宛デュパンの書簡付。Arenberg オークション、2018年５月26日、« Ex-libris 
armorié Comte de Jouvenel »。Alde、25 octobre 2018年10月25日、19世紀初め
の demi-veau havane 装丁。最後に、1926年に売りに出されたラ・ブレード図書
館所蔵の〔旧モンテスキュー蔵書〕２部（Beaux livres anciens et modernes […] 
ayant appartenu à Montesquieu […], Paris, Charles Bosse et Francisque Lefran-
çois, 1926, Première vente, nos 129 et 130. 一部は「腐食のない」、「ロマン主義時
代」の褐色の小羊革装丁、いま一部は、刊行時の、背に綴じ緒のない、木の根模
様の羊革装丁。もはや、『反論』を稀覯本と見なすことはできない。
　Manuel du libraire, Paris, Didot Frères, t. II, 1861, p. 893.























































は Pierre Rétat による次の校訂によって確定されえた。Défense de L’Esprit des 


































ト部門 no 27 614）。しかし、このパステル画は、モンテスキューの死後、1755年
になってようやく完成したものである。この時には、誰もがモンテスキューの思
い出を賞賛していた。



























対して哲学者は注意深く距離を保っていた（次を参照。Œuvres complètes, t. 
XIX, Annexe 11）。ド・ラ・トゥール神父はルイ大王学院の校長で、カステル神
父とともに、『トレヴー誌』を再組織するためのグループに参加していた（次を
参照。Michel Gilot et Jean Sgard, « Le renouvellement des Mémoires de Tré-























　Œuvres complètes, t. XX （注１参照）, lettre 821, 3 mars [1750]. これに先行する
版本では、刊行年を［1751］としてきた。シャクルトン（もっともなにも説明し
ていないままであるが）と同様に、筆者もこの刊行年は不可能であると考える。
近刊書として『法の精神弁明』（Défense de l’Esprit des lois, 1750年２月）にも言





ンを意味する。ビュフォンは Nouvelles ecclésiastiques から激しく攻撃されてい
た（6 février 1750年２月６日号、21～24ページ）。
　Henri Nadault de Buffon, Correspondance inédite de Buffon, à laquelle ont été 
réunies toutes les lettres publiées jusqu’à ce jour, Paris, Hachette, 1860, 2 vol., 
























　BNF, Manuscrits, Fonds français 22156 (accessible sur Gallica) (f. 1v-2r).






























































































　BNF, Manuscrits, Fonds français 21977, f. 109v, no 1331.


















に対する分析と反論』（Lettres critiques ou analyse et réfutation de divers 





　この文書は、2004年に Cecil Courtney によって発見され（この文書は〔Mon-
tesquieu ではなく〕「モンテスキウ（Montesquiou）」という名で整理されていた
ため、研究者たちの目にとまらなかった）は、ポリーヌ・クラによって紹介され
た。Pauline Kra dans « The Manuscript of Claude Dupin’s Commentary on 






刷を許可してよいように思われた。パリ、1754年11月６日」（Rare Book and 





























　D4569 (14 septembre [1751], au duc d’Uzès).

























































































































　2014年11月５日、Fraysse et Associés によって Hôtel Drouot にて競売された
未刊行書簡（lot no 167 ; expert Thierry Bodin）。ルイ・クロード・デュパン・ド・
フランクイユ（Louis Claude Dupin de Francueil）は、1777年１月、英国に渡っ































ン＝ジャック・ルソーの「訂正」（ボルドー市立図書館 Ms 2111, 




























































































　Je remercie les services de la bibliothèque de l’université Columbia, qui m’ont 




















































































人のものだとされた（たとえば、次を参照。D4569, D9559, D11709, D20565, 
D20702）。
　シャルル・コレによって（Journal et mémoires, février 1749, Paris, 1868, t. I, p. 
57）、また、ド・ラ・ポルト神父によって（Observations sur L’Esprit des lois, 
Amsterdam, 1751, IIe partie, p. 47）、等しく伝えられている、また、ここに収録
した第一の「書簡」にも見える、この手紙の簡略版と思われる文書（今後製作さ
れる版本の緒言か？）によって、失われた文言を補った。
─　　─48
で示されているとおりに、そこに差し込まれた欠点を感知させる［…］べ
きではない思［想］や、時代の善［…］による治療薬を期待すべきでは
ない［判］断にふさわしいものではないように［私には］思われます。もっ
とも、たいていは大部分の人たちがそうなのですが、そうしたものを知ら
ない人たちを不必要に苦しめることがないようにするべく、それを一々指
示していないために、そのようになるのですが。
　貴殿の手から私の作品が外にもれることがないように、切にお願いいた
します。いま、私が自ら貴殿にお届けすることができないため、私の自由
になるものを貴殿にお届けする仲介役を進んで担われたドリヴェ神父に対
して、貴殿が書き送られたことについて、私には一点の疑いもございませ
ん。貴殿に払うべき信頼は、私の自尊心と、自分の力量に対する不信感を
黙らせました。貴殿にお目にかかってどれほど貴殿を尊敬しているかをお
示しするという光栄な機会を活用して、私自身がこれらの書類を回収に参
るのが適切であると思われますので、そのようにお願いいたします。
［4］1759年７月29日付、クロード・デュパン宛サン＝シール神父の書簡
　ヴェルサイユにおいでになった際、私に託されました手稿を回収するた
めに、光栄にも我が家にお立ち寄りになる旨、貴殿は約束されておられま
した。ご来訪をお待ちしておりましたため、草稿を送り返すことも、私の
感想を書き送ることもいたしませんでした。しかしながら、この草稿にど
れほど私が満足したかをお示しするのを、これ以上先送りにすることはで
きません。『法の精神』を賞賛する人たち［１枚目裏］の目を覚まさせる
のに極めて適した、すばらしい批判書です。『法の精神』から、誤った議
───────────────
　この箇所では、いくつかの語が失われている。〔訳注：この箇所で、紙片の損
傷によって失われた語が多く、文意がほとんどとれない。また欠落した語は日本
語の語順では複雑に散らばってしまい、煩瑣になるので、必ずしも詳細を指示し
ない。〕
「デュパン氏のばかげた批判」
─　　─49
論や、誤って示された事実について、貴殿は指摘されています。そのうえ、
貴殿の作品は極めてよく書かれており、これを読むことは極めて心地よい
ものでした。とはいえ、いくつかの点について、貴殿と完全に同じ意見で
あったわけではありません。この点については、光栄にもお目にかかりま
したときに、申し上げることにいたしましょう。といいますのも、この喜
びを与えてくださるにちがいない、と今でも自惚れているからです。貴殿
と［２枚目表］お知り合いになれるとしましたら、貴殿に抱いております
感情をすべてお示しすることができましたら、歓喜の極みでございます。
敬具
ド・サン＝シール神父より
ヴェルサイユ、1759年７月29日
（さかくら　ゆうじ　教育・総合科学学術院教授）
─　　─50
図版１：『省察』タイトルページ
（文庫22-255-1）
図版３：『省察』第１巻 p. 240
（文庫22-255-1）
図版２：『反論』タイトルページ
（文庫22-395-1）
図版４：『省察』第２巻 p. 348
（文庫22-255-2）
「デュパン氏のばかげた批判」
─　　─51
図版５～図版８『統治論』第１巻（文庫22-179-1）
図版６：蔵書票図版５：タイトルページ
図版７ 図版８
